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　始原隕石コンドライトの主な構成物であるコンドリュールは、溶融ケイ酸塩の急冷で形成されたと考えられ

ているが、その形成メカニズムははっきりとわかっていない[1]。 

 

　コンドリュール形成イベントを理解するためには、熱史を制約することが重要である。組織形成実験や斑晶

の累帯構造分析などによって，最高到達温度やケイ酸塩ソリダス温度付近での冷却速度（10-1000 K/h）が推

定されているが[e.g., 2, 3]、ケイ酸塩ソリダスより低い温度での冷却速度はこれまであまり制約されていな

い。近年ではコンドリュール中のペントランダイト(Fe, Ni)9S8，ピロータイトFe1-xS離溶組織を用いて600°C以

下の冷却速度の制約（~100 K/h）が試みられている [e.g., 4]。本研究では、Fe-FeS共晶組織に着目し、コンド

リュールの冷却速度計の開発をおこなった。 

 

　実験では、初期物質として金属鉄とFeSの粉末をFe-FeS系の共融組成に近い組成に混合し、ガラス管に真空

封入して1400℃で3時間加熱し、水中で急冷した。これを50-400μm程度に砕いて初期物質としてシリカ

ウールに分散させ、グラファイトと硫黄の蒸発を抑えるためのFeSチップとともに再びガラス管に真空封入し

て1330℃で3時間加熱した。その後、25、100、500 K/hで室温まで冷却し、FE-SEMを用いて，共晶組織の

観察をおこなった。 

 

　Fe-FeS系共融組成はFeSに近い組成を持つため，Fe-FeS系共晶組織はFeSをマトリクスとし，その中に金属

鉄粒子が分散する組織となる．金属鉄粒子の大きさは冷却速度が大きくなるほど小さくなり，また，粒子の数

密度が上がる傾向が確認された．これらの傾向を数値化するために，画像解析ソフトを用いて，個々の金属鉄

粒子に対し，最近接金属鉄粒子までの距離を測定した．その結果，最近接粒子までの距離 (d) がある範囲

（d–Dd ~d+Dd）に収まる金属鉄粒子に対し，その個数 (n) にd2を乗じたものが対数正規分布で近似できるこ

とがわかった。また，その分布は冷却速度に応じて異なり，それぞれの対数正規分布パラメータ

は、25、100、500 K/hの順に、σ2が0.31、0.20、0.14、μが1.53, 1.16, 0.18であった。Fe-FeS共晶組織

を持つコンドリュールは存在し，本研究で得られた冷却速度計を適応することで，1000°Cからそれ以下の温

度でのコンドリュール冷却速度が推定できるものと考えられる． 
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